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研究成果の概要（和文）：従来の研究では、共感、援助行動などの向社会的行動が主に内集団の成員に対してし
か示されないことを示している。本研究では、自己の行為と外集団成員の行為の随伴性を操作することにより、
自己の行為に他者の反応が随伴し、かつ、自己の行為に対する他者の反応が予測できる時には、潜在的な外集団
差別が低下し、外集団成員に対する援助行動が促進されることが示された。また、随伴性のある場合には、その
他者の存在を近くに感じることも示された。

研究成果の概要（英文）：Previous studies have showed that people exhibit greater empathy and more 
helping behavior toward the members of ingroup than those of outgroup. Thus, the problem is how to 
overcome such a bias. The present studies clearly showed that social contingency between one’s own 
actions and responses of outgroup members reduced implicit racial bias and promoted helping 
behaviors toward outgroup members. The present studies also showed that social contingency modulated
 the perceived distance between self and other.

研究分野： 社会認知科学

キーワード： 自他統合　社会的随伴性　向社会的行動　潜在的態度　距離知覚
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ある民族と別の民族、ある国と別の国、あ
る集団と別の集団など、たとえ利害関係にあ
る者であっても、それぞれが互いの違いを認
め合い、対等に生きていける社会を築くこと
は今後ますます重要となっている。 
 しかし、共感や援助行動などの向社会的行
動を調べた先行研究では、向社会的行動が主
に内集団の成員に対してしか示されないこ
とが示されている。たとえば、他人が注射を
受けたり、他人が誤ってドアに指を挟むのを
見ると、自分が同様の体験をする場合と同じ
ように、痛み感情に関わる前部帯状皮質や前
部島皮質が活動することが明らかとなって
いる。これらの研究は共感性の神経基盤を示
すものとして注目を浴びているが、残念なが
ら、誰に対しても自分の痛み体験と同じよう
に、同部位の活動が観察されるわけではなく、
肌の色が異なる他人やライバルチームのサ
ポーターなど、外集団の成員に対しては前部
帯状皮質や前部島皮質の活動が見られず、む
しろ、「他人の不幸は蜜の味」と言わんばか
りに脳内報酬系の活動さえ見られている。 
 従来はこうした内集団バイアスに対して、
平等主義教育によって平等主義規範を内面
化させ、個人に内集団バイアスに基づく反応
を認知的に制御させる、内集団、外集団とい
ったカテゴリーの区分自体を消滅させるな
どの対応策が提案されてきた。しかし、認知
的制御はリバウンドを生むなどの限界があ
り、また、社会的カテゴリー化は人が社会的
世界を生きる上で不可欠であり、これをなく
すのは無理がある。そもそも内集団バイアス
自体、他者との協力関係を維持する上で適応
的な意味がある。 
 そこで、本研究では、人間の本性に逆らわ
ずに可能な方法の提案を試みる。先行研究で
は、本来であれば意図を帰属されないヤカン
のような物体でも、乳児の動作に随伴して動
けば、意図が帰属されるようになり、まるで
ヤカンが内集団制員であるかのようにヤカ
ンから「学ぶ」ようになること、動作を模倣
されると、相手に援助行動を示すようになっ
たり、相手の痛みを感じるようになったりす
ることが報告されている。以上の研究から示
唆されるところは、社会的随伴性の操作によ
って内集団範囲が拡大され、外集団成員に対
しても向社会的行動が示されるようになる
のではないかという点であり、本研究ではこ
の点を検討する。 
 
２．研究の目的 
（１）自己の行為と外集団成員である他者の
行為の随伴性を操作し、社会的随伴性の高い
場合に、外集団に対する潜在的な差別が低下
し、外集団成員に対する援助行動が示される
ようになるかを検討する。 
（２）社会的随伴性は他者との距離の感覚を
変える可能性がある。本研究では、自己の行
為に他者の行為が随伴する場合に、その他者

の存在をより近くに感じるかを検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）① 77 名（男性 26 名・女性 51 名）の
大学生が書面によるインフォームドコンセ
ントの後、研究に参加した。平均年齢は 21.34
歳  (SD=0.97)であった。参加者は、実験室入
室後、感情誤帰属手続き、The Positive and 
Negative Affect Schedule のポジティブ感情尺
度、The Symbolic Racism 2000 Scale にランダ
ムな順序で回答した。ポジティブ感情により
援助行動が促進されることが知られており、
その統制のために、ポジティブ感情尺度を用
いた。The Symbolic Racism 2000 Scale は顕在
的な人種差別の測定のために、感情誤帰属手
続きは潜在的な差別の測定のために使用し
た。感情誤帰属手続きでは、モニターの中央
に、注視点が出た後、条件により内集団成員
または外集団成員の顔が現れ、その後、中立
的な文字刺激に切り替わった。参加者の課題
はその文字が好きか嫌いかを判断すること
である。この手続きのロジックは、もし先行
呈示される顔にポジティブな感情を抱けば、
感情プライミング効果により、後の中立刺激
がその感情価に応じた評価を受けるという
ものである。本研究では、先行刺激として内
集団成員の顔が呈示される内集団条件と、外
集団成員の顔が呈示される外集団条件をラ
ンダムな順序で実施した。すべての課題終了
後、参加者は別の机に移動した。その机には
貧困とエボラ出血に苦しむ当該外集団を援
助すべく寄付を求めるパンフレットが置か
れてあった。参加者がパンフレットに気づい
たことを確認した後、「もし支援にご関心が
あれば、持ち帰って構いません」と参加者に
伝え、実験者は一旦実験室を退出した。向社
会的行動は観察者が存在する場合に頻出さ
れるため、退出することにより観察者の効果
をなくし、天井効果を避けるためである。 
② 64 名（男性 30 名・女性 34 名）の大学生
が書面によるインフォームドコンセントの
後、研究に参加した。平均年齢は 21.41 歳  
(SD=0.97)であった。本研究では、随伴性を、
Δp= P(E/A)–P(E/～A) によって定義した。す
なわち、行為があって効果が生じた確率から
行為がなくても効果が生じた確率を差分し
た値である。参加者は、随伴性（有・無）×
行為の結果頻度（高・低）の４条件のいずれ
かにランダムに割り当てられた。随伴性は、 
Δp であり、有条件で 0.5、無条件で 0 とした。
行為の結果頻度は P(E/A)であり、高条件で
0.75、低条件で 0.5 とした。実験参加者は、
実験室入室後、操作段階、ポジティブ感情尺
度、感情誤帰属手続きの順に課題を実施した。
ポジティブ感情尺度は感情の潜在的態度へ
の効果を統制するために用いた。操作段階で
は、実験参加者は、モニターに向かい、外集
団成員の顔がモニター中央に呈示されたら、
好きな時にボタンを押すように求められた。
条件によって異なる頻度で、ボタンを押すと、



モニター上の人物の表情が変わる場合も、押
しても変わらない場合もあった。また、ボタ
ンを押さずに、ただモニター上の人物を見て
いる場合でも、条件によって異なる頻度で、
その人物の表情が変わる場合と、変わらない
場合とがあった。感情誤帰属手続きについて
は①と同様であるが、操作時に使用した外集
団成員、それ以外の外集団成員、内集団成員
それぞれへの潜在的態度を測定する３種類
の課題があり、これらをランダムな順序で実
施した。 
（２）66 名（男性 35 名・女性 31 名）が書面
によるインフォームドコンセントの後、研究
に参加した。平均年齢は 20.07 歳であった。
実験は、操作段階、テスト段階、質問紙段階
の順になされた。操作段階には、随伴条件、
非随伴条件、無反応条件の３条件があり、実
験参加者はランダムにいずれかの条件に割
り当てられた。操作段階では、女性の顔がモ
ニター中央に呈示された後、実験参加者は自
分の好きなペースでボタンを押すように教
示された。随伴条件では参加者がボタンを押
すとそれに同期して女性の表情が変化した。
非随伴条件でも随伴条件と同回数表情が変
化するが、その変化は実験参加者の行為とは
無関連であった。無反応条件ではボタンを押
しても表情変化はなかった。テスト段階では、
実験参加者は、その女性の顔を 30 秒間見た
後、その残像をランダムな順で参加者から
114 cm、171 cm、または 228 cm 離れた場所に
ある白いパネルのいずれかに投影した。質問
紙段階では、操作チェックを含む 7 つの質問
項目への回答を求めた。 
 
 
４．研究成果 
（１）①感情誤帰属手続きの結果、内集団へ
の潜在的な好意的態度は 7.03 (SD=1.86)、外
集団への態度は 6.42 (SD=2.16)であり、有意
に内集団の方が選好されていた( t(76)=-2.10, 
p<0.05, r=.24)。外集団への潜在的態度と顕在
的態度の間には有意な相関がなかった
(r(76)=.06, p=.61)。全員がパンフレットに気づ
いたが、持ち帰ったのは 57.1 % の参加者で
あった。潜在的態度と顕在的態度のどちらが
より援助行動を予測するかを検討するため、
両者を説明変数、パンフレットの持ち帰りの
有無を目的変数とする重回帰分析を行なっ
た結果、潜在的態度は有意に援助行動を予測
するが(β=.54, p <.001)、顕在的態度は予測し
ないことが明らかとなった(β=-.06, p =.55)。ポ
ジティブ感情尺度、内集団への潜在的態度の
効果を統制すべく両者も投入しても結果は
変わらず、ポジティブ感情尺度  (β=.18, p 
=.07)と外集団への潜在的態度(β=.47, p <.001)
は援助行動を予測したが、顕在的態度は予測
しなかった(β=-.02, p =.82)。同様な結果は、従
来の差別研究や結婚満足度などでも得られ
ている。例えば、結婚満足度の時間経過によ
る低下を予測するのは、パートナーに対する

顕在的態度ではなく、潜在的態度であること
が示されており、本研究の結果と一致する。 
②社会的随伴性の操作により、外集団成員に
対する潜在的態度が変化するかを検討する
ため、随伴性（有・無）×行為の結果頻度（高・
低）の４条件を独立変数、ポジティブ感情尺
度得点を共変量とする共分散分析を実施し
た。その結果、図１のように、操作段階で呈
示された外集団成員については、随伴性の主
効果、行為の結果頻度の主効果ともに有意で
はなく、両者の交互作用のみが有意であった
(F(1,59)= 9.03, p<0.01, ηp

2 = .13)。随伴性有条
件では、頻度高条件が低条件よりも有意に好
意度が高く、随伴性低条件では両者に有意な
差はなかった。また、高頻度条件では随伴性
有条件で無条件よりも有意に好意度が高か
ったが、低頻度条件では両者に有意な差はな
かった。 
 
 

図１ 社会的随伴性が潜在的態度に及ぼす
効果（操作時に用いた外集団成員） 
 
 
 操作時に刺激として使用した外集団成員
以外にも効果が一般化されるかを検討する
ため、それ以外の外集団成員に対する潜在的
態度を従属変数とした同様の分析を行った。
その結果、図２に見られるように、先の結果
と同様に、随伴性と行為の結果頻度の交互作
用のみに有意な効果が見られた(F(1,59)= 4.47, 
p<0.05, ηp

2 = .07)。事後分析の結果は先の結果
と同様であった。内集団成員に対しても一般
化されるかを検討するために、同様な分析を
行ったが、主効果、交互作用ともに有意では
なかった。すなわち、同様に操作に用いてい
ない刺激でも、操作に用いた人種と同じ集団
の成員には一般化が見られたが、異なる人種
集団には一般化は見られなかった。 
 ①の結果とあわせ、本研究の結果から、随
伴性があり、かつ、自己の行為に対する他者
の反応が予測できる場合（行為の結果の頻度
高）に、外集団成員に対する潜在的な好意感
情が高まり、それにより外集団に対する援助
行動が促進される可能性が示唆された。 
 
 



 
図２ 社会的随伴性が潜在的態度に及ぼす
効果（操作時に使用していない外集団成員） 
 
 
（２）各物理的距離での残像の知覚的大きさ
の値から、エンメルトの法則 d=s/tanθ（d は
知覚的距離、s は残像の大きさ）に基づいて
各物理的距離での知覚的距離を算出した。随
伴性各条件×物理的距離を独立変数とする
分散分析を行った結果、条件の主効果
(F(2,63)= 27.04, p<0.0001, ηp

2 = .46)、距離の主
効果(F(1,63)= 3240.26, p<0.0001, ηp

2 = .98)、両
者の交互作用(F(2,63)= 17.61, p<0.0001, ηp

2 
= .36)ともに有意であった。随伴条件では、非
随伴条件、無反応条件よりも人物が近く知覚
されており、後二者の間には有意な差がなか
った。距離については、物理的距離が遠くな
るほど有意に遠く知覚されていた。交互作用
については、図３に見られるように、物理的
な距離が離れるほど、随伴条件で他の条件よ
りも人物をより近くに知覚していた。以上よ
り、社会的随伴性のある相手はそうでない相
手に比べその存在をより近くに感じられる
ことが示唆された。  
 

 
図３ 随伴性操作と知覚的距離（cm） 
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